
一34一

世界の黒鉛資源･とその利用および最近の問題点

山田正春(地質柵談所)
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はじめに

黒鉛は石墨とも称せられ成分はダイヤモンドと同じ

く炭素Cであるが一般にある程度の不純物を伴う.

西洋の諺に一女性の一生は炭素Cとのかかわり合い

である一というのがある･つまり女性は煤(すす)

にまみれて炊事をして(今〕ではこんなことはないのだが)

家族の栄養と活力を引受け鉛筆をなめて教養を積み

ダイヤモンドを身につけて虚栄心を満足させるというの

である.このうちここでの主題はさいわいにして

第2の教養を積む鉛筆の芯の原料である黒鉛について

である.

かようにわれわれの生活に密接な関係がある黒鉛は

電導性にすぐれ高温に耐え化学反応を呈しにくく

硬度がきわめて小さいなど多くの特性があるので炭

素製品原料･耐火物用･鋳物用など幅広い工業分野に
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重要な材料として利用されている.

黒鉛は天然黒鉛と人造黒鉛に大別されるが天然黒

鉛はさらに鱗状黒鉛･土状黒鉛および時により半鱗状黒

鉛に分けられる･人造黒鉛は石油コｰクスを仮焼し

た“カルサインオイノレコｰクス"を原料として製造され

るが最近ではエネノレギｰ事情に関連して原料コｰク

スは石炭より製造される機運にある.

現在の世界の天然黒鉛の年産は約50万tと称せられ

ている.また黒鉛の埋蔵量は数億tに達するとされ

ているが鱗状黒鉛･土状黒鉛とも産出地域が限られ

ておりそのなかでも良質のものとなるとさらに偏っ

た分布状態を示すのでやはり偏在資源の一つといえよ

う.一方黒鉛の用途や利用状況は第二次大戦後人造

黒鉛が電極用などに使用されるようになって著しい変
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化を生じた.すなわち戦前は鱗状黒鉛の全需要量の

約80%が電極用であったが現在ではそのほとんどが人

造黒鉛に置き換えられている.

わが国は戦前は世界有数の黒鉛産地である朝鮮半島

から移入して世界でも屈指の黒鉛産出国であってか

つてドイツから輸入されて好評を博した高級鉛筆もそ

のほとんどカミわが国から輸出された黒鉛を使用して製造

されたものであった.しかし戦後はこれを失って天

然黒鉛の過半をとくに最近ではその大半に当る年間

約1万tの鱗状黒鉛と数万tの土状黒鉛を輸入に頼っ

ている現状でこれは世界の年産の約14%に当る.

最近黒鉛の需給は世界的に大きな問題となってきて

いる･すなわち米国が朝鮮半島の黒鉛の手当に当っ

たことおよび産出国のインフレなどによる価格の高騰

さらにわが国にとって主要な鱗状黒鉛の輸入先であった

ソ連邦のザハリェフ(Zav･1ev)鉱山(図1)の坑内事故に

より輸入が停滞して一時的にきわめてタイトな状態

が続いたことなどである.しかし反面中国産鱗状黒

鉛が注目されるようにたり事実輸入増加もあって近

時需給のバランスを保つ方向に向っているようである.

一方耐火物業界においては平炉の主要な耐火煉瓦で

あったクロム･マグネシア系煉瓦が酸素製鋼法の普及

とともに転炉への転換が顕著となっててい減の傾向を

たどりさらにクロムの資源的問題および六価クロムの

公害問題なども重なって急速に衰退した.しかし最

近にいたって高カｰボン･マグネシア系煉瓦が開発さ

れて電気炉などに使用され好結果が得られているが

高性能であるほか製造方法が省エネノレギｰにつながるた

め大いに普及し需要が拡大しつつある.したがって

その原料である鱗状黒鉛の需要が著しく増大している.

また暖房のエネノレギｰ問題との関連において近時生

産量が増加した煉炭･豆炭用にかなりの土状黒鉛が輸

入されるなどいくつかの顕著在問題が発生している.

本稿ではグロｰバルた立場に立って黒鉛の資源に

関する諸問題とその利用および最近の問題点などにつ

いて以下にのべてみようと思う次第である.

色である.黒鉛はすでに述べたような多くの特性

が利用されて種々の用途に供される.

鉱石一天然黒鉛は鉱石のタイプにより鱗状黒鉛･

土状黒鉛および半鱗状黒鉛に大別される.これらにつ

いて簡単にのべるとつぎのようになる.

(1)鱗状黒鉛は黒鉛の鱗片が大きく一般に鱗状･葉

状で稀に針状をなすこともある.粗鉱船位は一般に5～

20%Cと低いが浮遊選鉱によって容易に品位を上げる事が

出来る.産状は片麻岩中に造岩鉱物としてまたはレンズ

状･脈状･層状たどをたして産するものを主とし一部には片

岩中のものもある.その他特殊な鱗状黒鉛として品位85～

98%Cで平均2～3cmの塊状をなすランプ(1ump)木の

切り屑のようなチップ(chiP)および粉状のダスト(dust)など

がある.

(2)土状黒鉛は一一般に金属光沢のある微細な黒鉛の集

合物で外観土状または土塊状を放すが浮遊選鉱によって品

位を上げることは出来ない.普通低品位のものが多いが利

用されるものは品位70～85%Cか普通である.したがって原

鉱のまま利用される場合がほとんどで鋳物用を主としその

他最近では煉炭用･豆炭用などにも利用されている.

産状は片麻岩･片岩中のものもあるが堆積岩中の炭層など

の炭質物が熱変成作用たどによって黒鉛化したものが多い.

メキシコソノラ(Sonora)州のエノレモシジョｰ(Hermosi11o)

のものは高品位(95%C程度)の大鉱床として著名である.

(3)半鱗状黒鉛は鱗状黒鉛と土状黒鉛の中間型に当る

もので土状黒鉛よりやや粗く浮遊選鉱によってある程度

の品位向上は可能である.わが国の富山県千野谷鉱山のもの

がこの好例である.

なお国際商品としての分類にVeingraphite･F1ake

graphite･Amorphousgraphiteの名称が用いられる.

F趾egraphiteは勿論鱗状黒鉛に当る.Vein.9raphite

も大きくみれば同様でもちろんF1akegraphiteより細

かいがスリランカ産のような極めて高品位のものがあ

る｡サイズや品位によって1umpandchip･crysta1-

1ine1ump･amorphous1umpなどがあり品位は75%C

以上のものが多い.Amorphousgraphit･は炭層な

どの熱変成作用などによるもので土状黒鉛に当る.

鉱物と鉱;百

鉱物一黒鉛Cは六方晶系に属し格子定数ao2.46A

Co6.88Aダイヤモンドとは同質多形で硬度は1～2

と極めて小さい.野開は完全で比重は2.1～2.3

結晶形を示す場合は六角板状～ウロコ状の結晶で曲げ

易いが弾性はなくなめらか抵触感である.外観黒

色～鋼灰色で特有の金属光沢があり条痕も黒色～鋼灰

鉱物組成一黒鉛鉱石の鉱物組成はスリランカ産1ump

のようにほとんど純粋に近いものもあるが一般の片

麻岩中の鱗状黒鉛は黒鉛のほか斜長石･ブドｰ石･絹

雲母･緑泥石･方解石･柘榴石･透輝石･石英･黒雲母

などを含有する.この原鉱から浮遊選鉱によって得た

精鉱は黒鉛と微量の斜長石よりなる(図2の上段)す

なわち選鉱には鱗片中に挾在する斜長石を如何に除�
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去するかが品位向上の命題といえよう.石灰岩に関

係あるものおよび絹雲母化作用などの熱水期の変質作

用のみられるものはブドｰ石･絹雲母･緑泥石'角閃

石･方解石･石英などを含有する.この粘土分は黒

鉛をコｰティングしたりフィノレム状に被覆するため

除去はかなり困難でありまたアプライトとの境界付近

のものは鱗片が細かくなり石英･方解石の含有量が多

くなる.

土状黒鉛の鉱物組成は原岩によって異なるが片麻

岩'片岩中のものは鱗状黒鉛に類似し古生層･中生層

中のものは(図2の下段)斜長石･石英の含有量が多い.

人造黒鉛一最近20年間に黒鉛工業を著しく変化させ

た原動力で｢!950年代までは天然黒鉛の時代1960年

以降は人造黒鉛の時代｣と称されるように急激に普及

し製鋼用電極などに顕著である.人造黒鉛はコｰ

クスにバインダｰとしてピッチを加えて押出成型し一

旦1,000℃に加熱してピッチに含まれている有機物を炭

化する｡とくに強度を要求される時はオｰトクレｰ

ブの中に入れピッチを含浸しさらに焼成炉で焼成す

る.こうした一次焼成品を黒鉛化炉に装填して約

3,00ぴCで60時間かけて黒鉛化を行って製造される.

黒鉛の成因の概要はつぎの項でのべるようにかな

りむずかしい問題が多いのだが人工的には以上のよう

に容易に製造される.しかし今の所は熱的要因のみ

によって高品位の土状黒鉛に当るものが製造されてい

るのであって鱗状黒鉛のような鱗片の大きいものは

熱的･動力的要因が複雑にからみ合った自然の営力に

よって生みだされた地質現象の妙によってのみ作り出

されるのである.
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地質と成因

地質一世界の主要な鱗状黒鉛鉱床は先カンブリア紀

の片麻岩･片岩･晶質石灰岩だと広域変成作用を受け

た岩石中およびこれらに貫入したペグマタイト･アプラ

イト中にレンズ状･脈状･層状･塊状･鉱染状などを

なして賦存する.鱗片の大きいものは黒鉛片麻岩だ

との造岩鉱物として同岩中に鱗片をなして存在し大き

い場合は糎単位におよぶこともある.レンズ状･脈状

鉱床などの場合は鱗片もやや細かくなるがときには

土状黒鉛を形成することもある.晶質石灰岩中の場合

は一般に鱗片が細かく半鱗状黒鉛をなす場合もある.

鱗状黒鉛の代表例にはソ連のソユｰズ(S･yu･)鉱山

Zava1ev鉱山中国黒龍江省密山地区の柳毛鉱床マラ

ガシイｰスリランガアラスカのKig1uaikRange

朝鮮半島本邦の飛騨地区のものなどカミ代表例である.

土状黒鉛は片麻岩･片岩中に存在するものもあるが

古生界･中生界の堆積岩中に層状～板状をなして賦存す

るものが多い.

これらの黒鉛鉱床の産状を標式的に分類するとつ

ぎのようになる.

(ユ)

��

(3〕

堆積岩中の鉱床一土状一ソ連邦シベリアのクｰレイカ

(Kureik)チェコスロバキアのシュンヘノレク(Shu㎜perk)

メキシコのHermosi11o山口･岩手県下など.

片堵中の鉱床一鱗状･土状一アラスカのKig1uaikRange

インドのBaramu11a北緯城津鉱山匁ど.

片麻是沖の鉱床一鱗状･土状一ソ連邦のSoyuz･Zava1ev

西独のパッサウ(Passau)ノルウェｰのSka1andタンザ

ニアのモロゴロ(Morogoro)マラガシィのタマタウェ

(Tamatave)･アンボシトラ(Ambositra)豪州のCopPio

ctU1ey}国の密山地区･河南省朝鮮半島飛騨地区

匁ど.

(4)晶質石灰岩中の鉱床一鱗状一スリランカのGa11e-Ka1utara

米国MontanaのDi11on地区富山県千野谷鉱山など.

(5)火成岩中の鉱床一鱗状=スリランカ(ペグマタイト中)

音調律(ノｰライト中)だと.
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図2黒鉛のX線固柳図

G:黒鉛Q:有英S:絹雲母Ch:緑泥石

これらのうち主要なものは(3い(4〕･(5)･(2)･(1〕の

順であるが1地区でこれらを組み合わせた産状をなす

場合もある.

成因一黒鉛鉱床の成因についてはWINc亘ELLA.N,

1911BAsTINE.S,1911以来多くの研究があり米国

MontanaのDi11on鉱床などは古い成因論の論文に必�
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ず出てくる名前である.これらの個々は省略して要

約するとつぎのようになる.

(1〕堆積岩中の炭質物が変成作用などによって黒鉛を生じた.

(2)石灰岩のCaC03が火成岩の接触によって分解してCO｡

が放出されさらに還元作用によって黒鉛を生じた.

(3)岩漿中に含有されていたCO･C02などから遊離炭素を

生じて黒鉛を晶出した､

このうち(2)と(3)については難色を示す研究者もあ

る.いずれにしてもスリランカやMontanaをはじめ

世界の著名な黒鉛鉱床ではペグマタイト･アプライト

と密接荏関係カミみられることから主として炭響土質

ときに石灰質の堆積岩中の炭素の移動･濃集･晶出に

ペグマタイト･アプライトが関与したことはすべての

研究者によって支持されている(図3).そしてペグマ

タイト･アプライトの関与とこれにつづく絹雲母化作

用･珪化作用が炭素の移動･濃集･晶出と平行して行

われて鉱床を形成したとする説(岩生1951)もある.

一方炭素の起源については火成源･石灰岩源なども

あるが一般には堆積源の炭質物でこの含炭質物堆積

層が続成作用動力変成作用の程度にしたがって含

黒鉛千枚岩･同片岩さらに含黒鉛片麻岩を形成した.

ついで花開岩類の貫入に伴うペグマタイト･アプラ

イトの層間注入が行われ注入片麻岩を生成した.こ

の層間注入の時期に原岩中に存在していたほとんどの

炭質物やある程度無機化した黒鉛を抽出･溶解して

さらに移動･濃集･晶出が行われ富鉱体を形成した.

この濃集･晶出の場は大きい構造の屈曲部の破砕帯や

断層破砕帯擾乱破砕帯などでこれらのすでに存在

していた破砕帯に選択沈澱した.また炭質物の移動は

小範囲に限られ鱗片の大きいもの程そうである.

しかし石灰岩中の鱗片の細かい鉱床は層間注入の時

Cが晶出するまでに破砕帯に沿ってある程度の移動が行

事>
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図3黒鉛とアプライトの関係図(天生鉱山)

GP:黒鉛AP:アプライトAPa:アプライトの粘土化帯

BG:黒雲母片麻岩F:断層

われた･この移動の大きいもの程鱗片が細かい.

飛騨･富山地区の場合は黒鉛鉱床の形成を飛騨変

成作用の一環として研究され多くの卓越した研究成果

が発表されている.その1つである｢花嵩号化作用の

主期には黒鉛は消滅する｣という根拠に立つ黒鉛によ

る飛騨変成岩地域の分帯(野沢1952)を表1に示した.

またCの起源について都城(1948)はNIERetMUR･

P亘EY(1941)のC12:C13に関する測定値による研究結

果からの有機物の炭素のC12:C13は石灰岩のそれ

より大きいという説を引用し黒鉛･ダイヤモンド･炭

酸塩鉱物･カンクリン石などの成因を論ずるときその

炭素のC12:C13がわかれば成因的に有機物に関係あ

るか石灰岩に関係あるかまたはそれ以外であるか明

らかにすることが出来るとのべている.そしてある種

の黒鉛や方解石のC12:C13の測定値カミ有機物と石灰

岩の中間の値を示すのはそれらが岩漿源である可能性

を暗示するとのべている.しかしその実験試料の地

質学的デｰタが不明であるので言及の限りではないが

今後検討を要する問題である.

なお黒鉛の生成機構は炭質物が黒鉛化するに当っ

て炭化水素･炭酸ガス･水などが放出されるので石

油･ガス鉱床の成因にもからむ重要な問題である.

生産鐙と埋蔵鐙

生産鐙一天然黒鉛の世界の生産量は年産約50万tと

称されるが最近の状況をMinera1sYearbook1975の

表1黒鉛による飛騨変成岩地帯の分帯

(No趾wム1952)

�■■■1������

��黒鉛鉱床�����吋治

�一'■■■�■■一1■■■■�����

�鉱床数�納姑�〃I位%�鉱量t･�碓遊�黒鉛‡ヰ�変成岩

I�O�����十�結晶片耕･千枚岩

H�2(十2)�土状�45土�300+�簡単�十�迷入片麻岩

m�12(十3)�鱗�lO±�200一�複雑�十�避入片麻岩

IV�0�(中間型)状����“�花商片麻岩･花商号

辛ji立鉱体の鉱量‡ヰ

遊朴鉱物としての黒鉛の有無�



一38一

表2世界の国別黒鉛生産鐙(ショｰトトン)

胸別

アルゼンチン

オｰストリア

ブラジル

ビノレマ

ll11長1

1代ドイツ

インド

イタリア

北

1;雌…11

マラガシィｰ･一

メ1キシコ

ノノレウェｰ一

,レｰ一マニア

スリランカ

南阿

ソ連邦

アメリカ

合一1ト

������

��

���

㌮�㌀

㈰�

㌳�〰

���

㈲�〰

���

85･000

���

���

���

�㌵�

��　

���

���

��〰

圀

�

㌲��

㌮〰　

㌳�

帖000

���

251仙0

㈱��

85･000

����

���

��〰

���

��　

���

��㌀

��住

圀

�

㌳��

㌮〰　

�

��〰

��〰

㈰�㈴

��　

��〰

���

���

��㌶

��估

6･600

���

��

99･000

圀

岳35.150541,085{84.9{2

資料によって示すと表2の通りである.鱗状黒鉛は

ソ連邦･中国･オｰストリア･マラガシィｰなどカミ土

状黒鉛ではメキシコ･北鮮･韓国などが主要在産出国

である･なお米国の資料は同国の統計法の規定にし

たがって未公表となっているが1975年を例にとれば

同国の消費量7万t輸入量約6.5万t輸出量約1万

tの数値よりみて約1.5万tの生産量を推定出来る.

したがって世界の年産約48,5万tに約1.5万tを足

した数値約50万tカミ実質的な世界の年産量といえる.

わが国は年間200～300t程度の鱗状黒鉛精鉱の産出

がある程度のようであるが選鉱技術が優秀で最高

98.5%程度までの各級の精鉱カミ得られているようである

(表8).なお飛騨地区の神岡鉱山ではかつて晶質石

灰岩中に点在する黒鉛の鱗片を金属鉱石の選鉱過程で

副次的に採取して黒鉛ノレツボ用に使用されていた.

埋蔵鐙一天然黒鉛の世界の埋蔵量はかなり大きい数

値に達することは疑い荏いが詳細は不明であった.

これについて唯一の資料である米国地質調査所の資料

uS.Minera1Resources1973によれば表3のように

推定しているが1972年現在で総計数億t前後とみてい

る･この中で中国に関する数値は当時まだ資料収

集が不充分であったと想像され小さいものと在ってい

るが現在ではかなり大きい数値に訂正されねぱならな

レ､.

世界の埋蔵量はこのように大きい数値ではあるカミ

鱗状黒鉛となるとまた鱗状･土状を問わず良質のもの

となるとかなり限られたものとなり縮小された数値

となろう｡

利用と需給

利用一わカミ国の炭素工業は鉄鋼･石油化学･自動

車'造船･原子力および精密などの各工業の発展ととも

に著しく成長･拡大して炭素製品･鋳物･鉛筆･耐

火物用などに利用されてきた(表5･6).

炭素製品には製鋼用電極･炭素棒･電刷子･特殊炭

素製品などがあり耐火物用には耐火煉瓦･ノレツボ用が

ある.耐火煉瓦にはカｰボンブロック(C｡｡b.nb1｡｡L)

･炭素煉瓦(C･･b･nb･i･珪)および炭素系煉瓦がありい

ずれも天然黒鉛･人造黒鉛などを主原料として製造され

るがこれらは鉄･鋼･アノレミニウムなどの溶解や鉄

合金･溶性燐肥など高温を必要とする高熱工業の構造

材料として用いられる.黒鉛ノレツボは黒鉛･耐火粘

土･ろう石などを配合し成型･焼成して製造されるが

耐火度が高く熱伝導率にすぐれ酸化消耗も少ないの

で苛烈な金属溶解には不可欠荏ものである.最近価

格の乱高下により関心を集めている金たとも黒鉛ノレツ

ボで溶解して延べ棒･延べ板を作る訳である.なお

最近では粘土の代りに炭化珪素を加えたものを主体に

ピッチ･タｰノレを結合剤としたノレッボが生産されて金

属溶解工業に著しく貢献している.その他鋳物用･鉛

筆用などがある.

これらのうち鱗状黒鉛は.黒鉛精錬用(黒鉛精錬業者が

粉砕･精製･加工を行って最終需要業界の鉛筆･電刷子･鋳

物故とのメｰカｰに出荷する)･黒鉛ノレツボ･耐火煉瓦の

順である･土状黒鉛はカｰバイト･鉄合金などの白

焼式電極の原料として大量消費され鋳物用たどがこれ

につぎ最近では煉炭･豆炭用にも利用されている.

人造黒鉛はほとんどが電極用で一部は原子力用に利

用される｡原子力用は原子炉の減速材および炉材と

して使用されるがこの場合は純度が特に高いことカミ要

求される.

需給一昭和52年度の天然黒鉛の需給は資料によれ

ば鱗状黒鉛･土状黒鉛とも表4の通りである.また

各々の輸入の状況も表示した通りである.鱗状黒鉛は

少量の国産があったようであるが大半は輸入であり

土状黒鉛は全量カミ輸入である.これによれば鱗状黒

鉛の消費内訳は耐火物用約60%鋳物用30%鉛筆用

約7%その他約3%となっている.土状黒鉛は7(〕

%弱が炭素用で30%強が煉炭(豆炭用を含む)用である.

人造黒鉛に関しては統計資料がないので明確な数

値は不明である.しかし種序の資料から推測すると

多分年間約30万tの人造黒鉛が製造されてそのほとん

どが電極用に使用されているものとみて大差あるまい.

なお表5･6･7に黒鉛の晶質についてのまとめ�
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表3世

界の黒鉛

埋

蔵量

L㏄a1ity

Qua肚ity

R･･k･㎝･･i･i･g･･1･･三･4P･･…tg･･Phiti･…b･…fl･k.g｡｡Phit｡

NoτthAmerica:

���

'UnitedStates｡.｡.一...

Sol』thAmerica:

Argent1na……･････…

趾aZil………._｡｡.....

E町0脾:

Austria……_.｡....､.

河inland…....｡..｡､....

F胴nCe

�����

���

NOrWay……･…一…

Spain･････････････…､1..

Sweden･...｡.､｡..｡......

�楡�

リ.S.S'R.

αy1on

China･.｡…__.........

�摩愀

J8pan･･･････････････….･.

ヨ(0『ea････…..､｡｡｡.

丁岨key………･……･･

�物��

��愀

MalagasyRepub1…c

��慮楡

-Jganda･･･････････････…

Zamb1a･･･…｡･.........｡

A口stralia:

Sou軸Aust岬1ia

･〉1n-iHiontons.

･Mil11onsoftons.

･Amm1ontons(?)

･Mmion30ftons.

･Hundredsofthousandsofton9.

･Lesgthan1miHiontons.

��

･Severa1mm1ontons.

･Afewhundredthousandtons.

��

��

､Tensofmi11…onsoftons.

･Hundredsofmmionsofton5.

･H㎜dredsofthousandsoft㎝s.

･Probablyat1eastmi11ionsoftons.

･Hmdredsofthousandsoftons.

･･Ammiontons(?)

･Ma町mi11ionsoftons.

･･Tensofthousandsoftons(?)

･Hmdredsofthousandsofto.s.

･Manyhundredsofmi11ionsoftons,

�ぢ�〰����

'.Hmd･･d･･fth叩…d･･ft…(?)

･Sm剣1.

･PossiblyrniHionsoftons.

･･PossiblymmiOnSoftons,

inma町districts,iπanarea

�����牡�楴��数�楴獣潮�楮�条�畴�����牡�楴��牢潮

�牴桁浥物��

���

���

Unitedstates･

��健�

Austria･･…

�散�獬�慫楡

坥����

Sweden……一･…･

�楡�

售��刮

Chヨna………･…･一

H㎝gKOng……･…

�摩愀

JaPan･･…

Korea････････････････…

�物��

Mor㏄co

SouthwestAfrica･

��牡��

Queensland･___

･ConsiderablegraphiteineasternCanadaistoof1negrainedtobe

��整�慳昱慫���汲�敲癥����癥牡����潮献

浯��汯�牡��

･HundredsofmHlionsoftons,containing80-85percentgraphite.

･Afewthousandtonsnf80-85percentgraphite.Byproductfine

111ateria1fron1flakcgraPhitedePosヨ1二s-PΩssib1ysevera1thousands

潦瑯��

Alaska-byproduct.millionsoftonsthatwouldrequireupgradin図.

･･HundredsofmH1ionsoftons.

･Millionsoftons.

｡･Hundredsofthousandsoftons.

･Twohmdredmi11iontons.

･Tensofmillionsoftons.Good区ua1…ty.

･Probablymany.mimonsoftons,possiblymanytensofmi11ionsof

���

･Thousandsortensofthousandsoftons.

･･Possiblythousand50ftons.

｡･Tensofthousandsoftons.

､Hundredsofmi1110nsoftons.

･Alfewmi11ヨ｡ntons.

･Thousandsoftons(?)

･Mmionsoftons.

Veiηgraph1teinveinsconsistingofa〕east30percentgraph1te

UnitedStates･･

Brazi1･･

售��刮

�礱潮

China･

･Lessthan1O,000tons.

･Occurrencesarereported.Detailsareunavailable.

･LargedepositsarereportedwestofIrkutsk,ineastemSiberia.

･Themajorwor1dsupplyofve1n-typegraphiteisbelievedto炭

���潴��������祥�業慴��潭�楯�て瑯�

切possiblytensorhundredsofmillionsoftons.

｡Vein-typedepositsarereported.Reservesmayrangefromthousands

瑯��楯�潦瑯��



昭和52年度天然黒鉛の需給(t)

�

表

鱗�状黒�鉛�1�����

���1�土状�黒�鉛��

供�給�1�消�費�1供�給�1消�費

国産�260�耐火物7,000�国産一一�����

輸入9,600��鋳物4,OOO�輸入56,000��I炭素用38,OOO煉炭17,000���

4,500ソ�連邦�鉛筆800�韓国42,OOO内訳北鮮14,OOO�'����

�����

�2･200スリランカ�その他200��1����

内訳�1,400中�国������

�1,000マラガシィｰ�������

200北�鮮�������

300そ�の他�������

在庫2,140��������

総計12,000��1�12,000�56,000�I�55,000��

(三井金属鉱業K.K

吉田氏資料)

妻5

鱗状黒鉛の品位と用途

固定炭素'(%)�揮発分(%)�灰分�����

��(%)�粒�度�主な用途�傭�考

gτ以上94～96,597～9885～959592～9790以上85以上85以上75～8065～75�1以下1～1.51以下O.6～2.51以下1～1.51.5以下2.5以下2.5以下3以下4以下�2以下5以下3以下5～135以下3～79以下13以下13以下18～2318～41�350～400メッシュ350～400〃200～110〃48～80ク110〃200〃十48〃斗110〃十130ク130〃一100〃��線引減廠鉛筆電刷子琳珊パッキン乾電池鋼管引抜電概耐火物電極耐火物鋳物用�Fe20里Pb(鉛)F6203CuOFe20g�1%以下O.5%以下1%以下O.05%以下2%以下

表6土状黒鉛の品位と用途

���'1一�''1`■■､F【■61■■'一'■.f'�����

固磯素1�揮発分;(%)1�灰分�������

��(%)�3粒1�度�1�主な用途�1�備�考

92以下80～8280～8575～8085以上65～75�2以下125以下1125～3I･･以下1･以下14以下1�7以下1…113～20I.18～23113以下1i22～35!�350～400メッシュ350～400〃一150～200〃一一325〃一110〃�I線引.i鉛筆1乾電池1■電極塗料,ボイラｰ清浄剤i鋳物1��Fe203CuO�1.5%以下O.05%以下��

質

品

の

鉛

黒

状

外

�

表

�������■,

国�別�銘�I柄�炭素��粒�度

スリランカ(Ve1ngr)��ランプチップダスト��約90%〃80〃70�1“～1/161'1/16“以下チップより細かい粉状��

韓国および北鮮��ABCD�級級級級�90～8590～?590～60〃��斗48メッシュｰ48～十80メッシa-80～斗120メッシュｰ120メソシュ(30%の十120メッシュ.を含む)�

マラガシィｰ(刷ak6gr)��No.1フレｰクNo.2フレｰク､ダスト��約90約90以下約30～60��16メソシュを通過し､90～100メッシュに残る60メッシュを通過し･129～140メッシュに残るさら}こ細かい筋を通過する�

ソ連邦(Cry6t311ingr)��(耐火物用)(黒鉛精錬用)��90～9585～92��十65～一90メッシュ70%以上十90メッシュ40%以上一250メッシュ25%以下�

一40一�
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を表示したがこれらは吉開国夫著r鉱産物の知識と

取引｣から引用した.

最近の問題点

黒鉛の利用と需給に関する最近の問題点をのべると

っぎのように在る.

鱗状黒鉛では高カｰボン･マグネシア系煉瓦の台頭

による消費量の顕著な増大がある.従来平炉の耐火煉

瓦としてクロム･マグネシア系煉瓦が全塩基性平炉を

めざして製鋼用平炉抵とに顕著に普及した.しかしそ

の後酸素製鋼法の普及とともに転炉への転換が著し

く進み平炉は衰退の一途をたどったのでクロム･マ

グネシア系煉瓦の利用度も当然低下した.この頃六

価クロムの公害問題が発生したためこの傾向に拍車を

加えることになりクロムの資源的問題もからんでさ

らにこの傾向を強くした｡所が最近にいたって鱗片

の粗い鱗状黒鉛とマグネシアクリンカｰを主原料とす

る高カｰボン･マグネシア煉瓦が開発され電気炉をは

じめ取鍋や転炉などにも使用されるようになって好

結果が得られ注目を集めている.この煉瓦は耐久力

に富み高性能であるうえに製造方法が200～30ぴC程

度の焼成で製造されるという省エネルギｰにもつながる

ので現在すでに急速に普及しつつあるが関係各社に

よって鋭意研究開発が進められているので今後さらに

発展するものと予想される.したがってその主原料

である鱗状黒鉛も昭和53年度には約1.3万t消費され

たのであるがこの数量は増加の一途をたどっているの

で輸入量の拡大がはかられている現状である.

土状黒鉛については最近のエネルギｰ事情にからん

で煉炭･豆炭荏どの暖房用に生産量が急増しているの

で土状黒鉛の輸入量の増加が顕著である.しかし反

面建築様式の変化恋とによる通気性の不充分のため

とくに煉炭･豆炭の使用経験に乏しい若い世代の間で

悲惨な一酸化炭素による中毒事故が報ぜられている.

今後はその生産量増大や家庭燃料への普及拡大が安

全荏使用法の普及徹底という前提の上に立って進めら

れてゆくことを願ってやまない次第である.

これらの輸入については鱗状黒鉛はわが国にとっ

て最大の輸入先であるソ連邦の主力鉱山であるZaマaユev

鉱山の1978年秋の坑内事故により輸入が停滞し極め

てタイト衣状態がつづきまた価格高騰の一因とも狂っ

た.またこのため黒鉛の輸入先が世界的にもスリ

ランカなど一部の産出国に偏ったことや産出国のイ

ンフレなどもあって顕著な価格の高騰をもたらすこと

となった.しかしこの頃より中国の鱗状黒鉛が輸入

されるようになりかなり需給のバランスが改善されて

きてはいるが量と価格の安定供給を求めるわが国の関

係業界にとっては深刻な影響を与えたものといえる.

土状黒鉛は現在のところ韓国･北鮮の2か国よりの

輸入でまかたっている現状である.

世界の分布

世界の天然黒鉛の分布およびその各々の地質･鉱床･

埋蔵量などの概要をつぎにのべる(図1).

恋おこの項は米国地質調査所編uS.Minera1

Resources1973MineralsYearbook1975およびソ連

邦科学アカデミｰPhysica1Geographica1At1asofthe

Wor1d1964工藤広忠他中国の地下資源資料CIU

社1973たどを参考にした.

アジア

ソ連邦は世界有数の黒鉛産出国で埋蔵量は鱗状黒鉛

1億t土状黒鉛1千万tと称される.また生産量も

年産10万t程度で世界第1位である.

ソ連邦の黒鉛産地は(図1)鱗状黒鉛では東部黒龍

江北側のSoyuz黒海北方のZava1evの2鉱山が土

状黒鉛ではウラル･カザフ地区の東側のノギンスコエ

(N.gin.k｡｡)･クｰレイカ(Ku｡｡ik｡)の2鉱山が著名であ

る.

SOyuz鉱山は先カンブリア紀の注入片麻岩中および

これに迷入する古生代の花開岩との接触部付近にレン

ズ状～板状をなして胚胎する鱗状黒鉛を主とする鉱床で

ある.

Zavalev鉱床はホロｰネシュ(Vo･one･h)中央山地

を構成する帯の南端に位置し先カンブリア紀の片麻岩

中および花開岩の接触部付近にレンズ状･板状･塊状

などをなして胚胎する鱗状黒鉛を主とする鉱床である.

規模も大きくソ連邦では代表的た鱗状黒鉛の鉱床であ

る･Noginskoe･Kureika地区の鉱床はいずれも三

畳紀層に花闇岩類が迷入する付近に胚胎するもので土

状黒鉛を主とし一部半鱗状黒鉛も存在するようである.

なお西シベリアのイルクｰツクの西部でVeingra-

phiteの大鉱床が報告されているというが詳細は不明

である.

中国もまた世界屈指の黒鉛資源国で(図4)1972

年現在の埋蔵量は鱗状黒鉛約100万t土状黒鉛数100

～1･000万t台と称されていた.しかしその後資料収

集も進みまた開発調査も行われて現在ではさらに大き

い数値に達するものと思われる.年生産量はおおむね�
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数万t程度である.

中国の黒鉛産地は東北地区内蒙古･河北地区およ

び中部地区に3大別される.鱗状黒鉛は黒龍江省密

山地区河南省の南条県湖北省山東省内蒙古の興

和地区などが主要な産地である.土状黒鉛では湖南

省の来陽県が著名でその他吉林省の煙筒山地区河北

省の用口店など多くの産地がある.

図4

中国の黒鉛鉱床分布図

1:密山2:煙筒山3:興和41周口店

5:内郷6:鎮平7:桐楕山8:確1｣1

91商城10:黄海事11:通川(九官川)

121安仁･筆架山

鱗状黒鉛

黒龍江省の石炭の著名祖産地である密山から林口に

かけての地域にはかつて全山鉱床と称された柳毛･

勃利･黒背･双河鎮だと多くの鉱床がある.これらは

先カンブリア紀の黒鉛片麻岩としてまた注入片麻岩中

にレンズ状を存すもの片麻岩および石灰岩中に遊入し

た花開岩との接触部付近に塊状をなして胚胎するもの恋

とがある.品位は普通5～20%Cところによりか

匁ゆ高品位のものもあるようで鱗片も粗く鉱量にも

富むので選鉱法が確立されれば将来性は大きいもの

と考えられる.

河南省南条県には内郷･鎮平･桐栢山･確山･商城

恋ど多くの鉱床がある.なかでも代表的な商城の馬鞍

山鉱床は含黒鉛片麻岩帯の走向延長約1しm幅約300

mでこの中に胚胎するレンズ状～脈状の鉱床は厚い

ところで約1m品位70～80%Cにおよぶ.この付近

には未開発のものもあるようで住民が燃料として使用

しているものもあるといわれる.

内蒙古興和県の黄土窟には黒鉛片麻岩中に小レンズ

状をなす鱗状黒鉛鉱床がある.またこの西方100～150

たmの特定旗には粗鉱品位5～20%の鱗状黒鉛鉱床中

に黄鉄鉱と少量の金を含有するものが

知られている.

湖北省黄梅亭の前山鉱床や江西省境の道

山(九官山)鉱床も興和県と同様の鉱床

であるが規模はやや劣る.

湖南省の安仁･筆架山鉱床は黒鉛片麻

岩中にレンズ～小塊状をなすものでこの

周辺にも多くの鉱床があり鉱量はかたり大

きいようである.恋お黒龍江省密山の

地域に1,000t～100万tの規模のVeingraphiteの鉱

床が報告されているといわれるが詳細は不明である.

土状黒鉛

湖南省が主要な産地で来陽県城の東北方約50長mの

馬水郷の鉱床は炭層が花開岩の貫入による熱変成作用

にキって黒鉛化した土状黒鉛の鉱床である.現在2層

の存在が知られ埋蔵量は20万t以上と称される.

その他の産地には吉林省磐石の北方の煙筒山鉱床の

ように炭層および炭質頁岩の黒鉛化した土状黒鉛鉱床

が仙人洞長康子石咀子など多くの産地がある.

さらに多くの産地があるがこれらについては省略す

る.

朝鮮半島には先カンブリア紀の片麻岩･片岩に花

筒岩類が迷入して多くの鱗状黒鉛･土状黒鉛の鉱床が

賦存する.朝鮮半島全域の埋蔵量は鱗状黒鉛200～

300万t土状黒鉛1億tと称される.年生産量は

北群約8万t韓国数万tで合計すれば世界最大の産

地となる.

鱗状黒鉛では北鮮の城津鉱山柱ど南北に産地があ

るがなんといっても朝鮮半島は土状黒鉛の宝庫で北

鮮の俳川韓国慶尚北道の成昌･鶏林･大川･鳳鳴忠

清北道の月明･得水･報恩･磐谷･文華･尚州などカミ著

名である.

スリランカには先カンブリア紀層が広く分布するが

これに花岡岩類が迷入して顕著に黒鉛鉱床を生成して

いる.主要た鉱床帯であるGa11e･Ka1utara地域は島�
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の西南部の150×60kmの範囲でこの中に幅0.3～1.5

m長さ20～30mのレンズ状～脈状の鱗状黒鉛鉱床を

数多く胚胎する.また片麻岩と石灰岩を貫いて!cm

から1皿にも達する黒鉛の脈がある.この脈の黒鉛は

針状で脈が大きい時の黒鉛は板状である.これは

ルツボなど耐熱材として広し利用されている.

スリランカの黒鉛はVeingraphiteの代表例であり

ランプ･チップ･ダストも好例で世界最大の供給国で

ある.埋蔵量は鱗状黒鉛約10万tVeingraphiteは

100万t台であるがあるいは千万t台に達する可能性

があるといわれる.年生産量は約1万t前後である.

の鱗状黒鉛を採取している.

埋蔵量は鱗状黒鉛数100万t土状黒鉛約10万tと

称せられ年生産量は2万t弱である.

オｰストリアにはSty1ianA1ps地区にKaisersberg

Triebenなどの鉱床がある.これらは片麻岩中およ

び火成岩類との接触部付近に胚胎するレンズ状～層状の

鉱床で土状黒鉛を主とするが鱗状黒鉛は風化片麻岩

帯中のものである.

埋蔵量は土状黒鉛は1億tと大きく鱗状黒鉛は約

10万tと称され年生産量は3万t強である.

インドには片岩中に主として鱗状黒鉛よりなり一

部土状黒鉛を含むBaramu11a鉱床などがある.埋蔵

量は鱗状黒鉛約!0万t土状黒鉛1,000万tと称さ

れ｡年生産量は約2万tであるが鉱床の詳細は不明で

ある.

大洋州

オｰストラリア南部のCopPioetU1ey鉱床は先

カンブリア紀および火成岩類との接触部付近に胚胎する

レンズ～板状の鱗状黒鉛鉱床であるが土状黒鉛も存在

する.埋蔵量は約100万tとされている.

なおクインズランドに埋蔵量100万t程度の土状

黒鉛鉱床があるといわれるが詳細は不明である.

ヨｰロッパ

ヨｰロッパにはオｰストリアのSty1ianAlps地区を

はじめ古くからの黒鉛産出地域が多い.鱗状黒鉛で

は西ドイツ･オｰストリア･フィンランド･イタリア

スウェｰデン･ノルウェｰだとが土状黒鉛ではオｰ

ストリア･スウェｰデ;■･チェコスロバキア･酉ドイツ

などが黒鉛資源保有国である.現在産出国はオｰ

ストリア･酉ドイツ･ノルウェｰ･イタリアなどである.

チェコスロバキアにはShumperk･Chemaet

Gurkaの鉱床がある.これらは主として古生層中の

炭質物が火成岩の斑入によって熱変成して生成した土

状黒鉛鉱床である.埋蔵量は約100万tと称される

が現在の生産状況は不明である.

西ドイツにはオｰストリアとの国境近くにPassau

鉱床がある.この鉱床は先カンブリア紀の片麻岩中

の鱗状黒鉛が主で古生層中の炭質物が火成岩の遊入

によって熱変成した土状黒鉛も存在する.鱗状黒鉛の

産状はマラガシィｰのものと同じで風化片麻岩帯中

ノルウェｰにはSka1and鉱床がある.この鉱床

は西ドイツ･オｰストリアと同じくマラガシィｰタ

イプの風化片麻岩中の鱗状黒鉛で土状黒鉛はみられな

い.埋蔵量は明らかでないが約1万tの年産がある.

フィンランドの鉱床もその地質からみてノノレウェ

ｰと同様と推定されるが埋蔵量100万tと称される以

外詳細は不明である.

スウェｰデンの鉱床もフィンランドの鉱床と同様で

あるが埋蔵量は土状黒鉛2億t鱗状黒鉛1,000万t

とかなり大きい数値が示されている.

イタリアにはPinero1oの鉱床がある.この鉱床は

古生層中の炭層および炭質物が火成岩の貫入による熱

変成によって生成したものである.しかし結晶度も進

み鱗片もやや大きくこの種のものとしては珍しく鱗

状黒鉛と称されている.埋蔵量は鱗状黒鉛20～30万

tで年生産量2～3千tである.

アフリカ

マラガシィｰはF1akeGraphiteの代表的な産地で

ありまた世界でも屈指の鱗状黒鉛の産出国である.

おもな鉱床には北部のタマタウエ(T･m･t･v･)と中部

のアンボシトラ(Amb･･it･a)がある(図5).鉱床は

5～10%Cの品位で黒鉛の鱗片を含有する黒鉛片麻岩を

主とする岩石が3～20m単位の風化帯をなすもので

この悪化帯の鱗状黒鉛を採取し品位85～92%Cの精鉱

として出荷している.埋蔵量は主要な160×960良皿

の範囲の総計は億t台の数値となるとされている.

年生産量は約2万である.マラガシィｰは今後も先

進国の鱗状黒鉛需要に対し永く供給してゆくものと思わ

れる.しかし資源保護の立場からか高額の鉱産物持

出し税を課していることも大きい問題といえよう.�
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図5マラガシィｰ(旧マダガスカル)の黒鉛鉱床分布図

タンザニアにはMorogoro地区の鱗状黒鉛産地があ

る.この鉱床は片麻岩中の鱗状黒鉛と片麻岩と花

筒岩類との境界付近のレンズ状～団塊状の鉱床である､

埋蔵量は鱗状黒鉛約10万tであるが生産はない.

その他アフリカには鱗状黒鉛ではザンビア･ウガン

ダ･ケニアなどに産地があるがいずれも詳細不明で

埋蔵量はザンビアの約100万tの他はいずれも小さ

レ､.

土状黒鉛ではモロッコ･南アなどに産地があるが

詳細は不明である.埋蔵量はモロッコは約100万t

であるが南アは小さいものである.

アメリカ合衆国には多くの黒鉛鉱床があるが鱗

状黒鉛ではアラスカのKig1uaikRangeが最大でそ

の他TexasのBumet･Pemsy1vania･A玉abama･New

YorkなどがありVeingraphiteではMontanaの

Di11on地区NewYo･kのCrownpointなど土状

黒鉛ではNewMexicoのRaton付近Co1oradoの

Chafee付近などカミある.

KigIuaikRangeはSeward半島に位置するがこの

地kは含黒鉛片岩を主とする含黒鉛岩石が走向方向に

約100長m幅約80mの規模で賦存する.含黒鉛片岩中

の鱗状黒鉛の品位は約10%Cであるがレンズ状～脈

状をなすものは50～60%Cで規模の大きいもので厚さ

15～45cm長さ3～6m最大で厚さ1.8m長さ30m

に達する.鱗片はやや大きく選鉱によって品位を85

～92%Cに上げた精鉱を出荷している.

アメリカ合衆国全体の埋蔵量は鱗状黒鉛約100万t

Veingraphite約1万tで土状黒鉛は品位80～85%C

のもの約1,000万tと鱗状黒鉛からの副次物数千tで

アラスカではこの副次物が約100万tと称される.

なお年生産量は公表されていないが既述のように1

～2万tと推定出来る.

メキシコはSOnOra州のエルモシジョ(Hermosi11o)

地区が世界屈指の標式的た土状黒鉛産地である.鉱

床は古生層中の炭層や炭質物が中生代の火成岩類の

貫入によって変化した熱変成物で層状をなして賦存す

る.世界のこの型のものでは代表的な規模を有し

品位も最高95%Cに達する.埋蔵量は品位80～85%

Cのもの約1億tと称せられ年生産量は7万t弱であ

る.

北アメリカ

北アメリカにはアラスカ･カナダ･アメリカ合衆

国･メキシコに黒鉛産地がある.なかでもメキシコは

土状黒鉛の著名な産出国で世界有数の黒鉛供給国であ

る.

その他

以上のほかにアルゼンチン･ブラジル･トルコ恋と

に鱗状黒鉛鉱床が知られておりまたビルマ･ルｰマニ

アにも生産量が報告されているがこれらg詳細は不明

である.

カナダには東部のB1ackDonaId鉱床をはじめい

くらかの産地がある.黒鉛は土状黒鉛様のやや品位

の低い細粒質のものではあるが鱗状黒鉛として取引さ

れている(あるいは半鱗状黒鉛に当るものかも知れない)も

のと一般の鱗状黒鉛である.埋蔵量は前者が数

100万t後者が100万t以下と称されるが現在は生産

はなく鉱床の詳細も明らかでない.しかしかつて

は成因を研究された論文が数多く発表されている.

日本

わが国には飛騨地区に主として鱗状黒鉛鉱床が岩

手･岡山･山口･鹿児島県下などに劣勢な土状黒鉛鉱床

があるがここでは飛騨地区のものの概要を述べるにと

どめる.

飛騨地区の黒鉛鉱床は飛騨変成岩類中の注入片麻岩

中に産する.この分布帯は飛騨･富山県境の高山本

線沿いの直径約50kmの中にそのほとんどが含まれ

る(図6).さらにこの注入片麻岩を詳細に観察すると�
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ビ､!織鱗状黒鉛鉱床

公中間型(半鱗状)黒鉛鉱床

鐡土状黒鉛鉱床

x黒鉛を持つ岩宿の分布地

S-L予想される飛脚変成排の南限

図6飛騨地方黒鉛鉱床分布図(野沢1952)

11天生2:元田3:芦谷4:側11

51金剛堂6:ニツ屋7:虎谷8:菅沼

9.直井10:勝野11:杉原12:うるし谷

13:神岡14:巣山15:蟹寿16:谷

17:利賀18:千野谷19:高清水20:大長谷

21:窟士

黒鉛鉱床をつぎのように分類することが出来る.

(1)晶質石灰岩中のもの一千野谷

(2)片麻岩中のもの一天生･元岡他

(3〕これらを貫くペグマタイト･アプライト中のもの

一千野谷･天生他

片麻岩中の場合はほとんどが黒雲母片麻岩の注入相

でとくにその細粒質の帯に黒鉛の優勢恋分布をみる.

しかし注入片麻岩でも岩相が花陶片麻岩に近づくと

黒鉛は劣勢となるかまたは消滅する(表1).

天生鉱山の鉱床は走向NS～N20叩の10数条の脈状

鉱床からなり鉱床賦存範囲は東西約170m南北約

650mで東西系の断層で数個のブロックに切断されて

いる.鉱脈の規模は幅1～3m延長方向に100m

以上断続するものが多い.

なお天生鉱山の選鉱場は優れた選鉱技術を有する

ので表8のように最高98.7%Cまで品位を上げること

が可能で各種の良質な鱗状黒鉛精鉱を産出していた.

千野谷鉱山の鉱床は飛騨変成岩類中の晶質石灰岩

中同岩と黒雲母片麻岩との境界付近およびその近傍の

黒雲母片麻岩中に胚胎する脈状･レンズ状･板状の鉱床

である.飛騨側が大鱗の鱗状黒鉛を産するのに対し

表8国産嬢状黒鉛の晶壁
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本地区では鱗片がかなり細かい.また鉱床が晶質

石灰岩と密接な関係があることから黒鉛の起源を石灰

岩のCに求める成因説もあった.

鉱床は飛騨変成岩類の櫓曲帯の屈曲部付近に賦存

する2つの石灰岩体中およびその周辺に胚胎する.主

要なものはいずれも石灰岩中の何条かの脈状鉱床で

脈幅10～20cm稀に50c皿程度に達し走向延長約170m

に互って断続する.品位は良質部で30%C以上最も

良質部で60%Cを越えるものもあるが脈品位としては

20κC程度である.本鉱床は鱗片が細かく半鱗状

黒鉛と称されたが浮遊選鉱も75%Cが限界で主とし

て鋳物用に供された.わが国の埋蔵量の総計は鱗状

黒鉛約100万t土状黒鉛1万tとされている.

おわりに

世界の黒鉛に関する諸問題について以上に述べた.

天然黒鉛資源は鱗状黒鉛･土状黒鉛とも埋蔵量と現

在の需要量およびその推移からみるかぎり量的に問題

に祖る段階ではたいといえるかも知れ恋い.しかし良

質のものとくに鱗状黒鉛については今後ともコンス

タントに供給されるかどうかとなるとかたりの疑点が

予想される･1978年秋のソ連邦Zava1ev鉱山の坑内

事故による世界的な需給の混乱などはそれを端的に物

語っている･国際的荏資源問題はひとり石油や一部

の非鉄金属のみではないと痛感させられる所である.

また黒鉛産出国の選鉱技術の向上もわが国にとって

関心カミ深く考慮を要する問題であろう.

現在鱗状黒鉛約/万t土状黒鉛数万tの需要量の

ほとんどを輸入に頼っているわが国にとって中国は今

後重要な天然黒鉛供給国としてクロｰズ･アップされて

くる可能性が大書いので資料の収集･現地調査･選鉱

技術だと今後の問題が大きいといえよう.

なお本稿を草するに当っては多くの資料･文献を参照した

がこれらのうち学術論文的次もの(拙著のものを含む)は省

略し図･表を引用したものはその都度明示した.この点

記して感謝の意を表する次第である.�


